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標準的な耐用年数を確保
抗菌剤「ゼオマイティ」による腐食抑制

【抗菌コンクリ ー ト工法

とは・・・・・・】

近年， 微生物による コ ンクリ ー

トの腐食劣化が問題視されており，
下水道施設においては， 下水や汚
泥か ら発生する硫化水素ガスが硫
黄酸化細菌等の作用により硫酸に
変化して コ ンクリ ートの腐食を起
こすと考えられている。 この問題
に対する既存の防食工法は， メン
テナンスや施工上の困難さを伴う
ものであった。

「ゼオマイティ」は， 硫黄酸化
細菌等に対し 増殖抑制効果を有す

る コ ンクリ ート用抗菌剤であり，

コンクリ ートの製造段階で適量添
加し， コ ンクリ ートに抗菌性を付
与することにより， 硫黄酸化細菌
等に起因するコンクリ ート腐食を
抑制することができる。

【抗菌コンクリ ー トの腐

食抑制効果】

某地区下水処理場汚泥貯留槽に
て実施した1カ年曝露試験では，

抗菌コンクリ ー ト研究会

写真 1カ年曝露供試体

体が硫黄酸化細菌類
の増殖を抑制し， 抗
菌剤無添加品と比較
して コ ンクリ ートの
腐食を抑制している
ことが確認された。
それら の結果を基
に， 平成12年3月に
下水道新技術推進機
構から「下水道技術・
技術審査証明」を戴
き， 平均硫化水素濃
度50ppm以下の環境

左：通常コンクリ ー ト（腐食速度： 1. 2mm)

右：抗菌コンクリ ー ト（腐食速度： 0.2mm)

※通常コンクリ ー トは表面のベー スト部分が脆弱化し，
骨材の一部が露出。抗菌コンクリ ー トの劣化は軽微。

において コ ンクリ ートの標準的な 適用施設：管渠施設および下水
耐用年数(50年）を確保できるこ 処理施設
とが証明されている。

＜審査証明適用範囲＞
適用環境条件：平均硫化水素濃

度50ppm以下で， かつ硫黄酸化細苗
(Thi obac i 11 us th i oox i dans) 

がlOOcfu/表面積lOcrd以下
適用 製品： コ ンクリ ートニ次製

品（ヒュ ー ム管， マンホ ール， ボッ
クスカルバ ート等）， レディー ミク

スト コ ンクリ ート， 補修用モルタ

抗菌 コ ンクリ ート研究会として
は，「ゼオマイティ」を添加した コ

ンクリ ート（抗菌 コ ンクリ ート）
の異なる環境下での曝露評価およ
び施工済み製品の追跡評価を実施
するとともに， 補修技術等のさら
なる応用技術の開発に努めること
により下水道事業に貢献して行く
ことを目指している。

「ゼオマイティ」添加モルタル供試 ル等

72 コンクリ ー トテクノ
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長期間にわたり耐用年数を確保
ビックリ ー ト ー 曝露試験により防食性能を実証 一—

ビックリ ー トとは

近年， 下水道施設用 コ ンクリ ー

ト構造物の早期劣化が問題となっ

ており， その劣化には硫黄酸化細

菌などの微生物が関与しているこ

とが知られている。 それらの防食

工法として一般的に用いられるラ

イニングエ法は， 硫黄酸化細菌が

生成する硫酸に対する防食被覆層

の形成工法であるが， コ ンクリ ー

トとの付着など施工上の問題があ

り， また耐用年数が比較的短いと

いう問題もあった。

ビックリ ー トは， 硫黄酸化細菌

の活動を阻害してコンクリ ー ト表

面での硫酸生成を抑制する防菌剤

をコンクリ ー トに均 ーに混練させ

た防菌コンクリ ー トで， ライニン

グエ法の ような施工上の問題点を

解消する， 全く新しい発想による

コンクリ ー トの防食工法である。

ビックリ ー トの実証試験

ビックリ ー トと普通コンクリ ー
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写真一 1 普通コンクリ ー ト

トの供試体を， ビルビット吐き出

し口付近の管路内（平均H心濃度

2 ppm, 最大値3lppm)に2年間曝

露し， コ ンクリ ー トの劣化状況を

確認した。写真一1は普通 コ ンクリ ー

トヘの硫黄の侵入量を走査型電子

顕微鏡にて調査したものである。

硫黄酸化細菌の活動によって供試

体の表面に生成された硫酸の硫黄

成分が， 8 mm程度まで内部に侵入

している。写真ー2は同様の環境に

曝露したビックリ ー トであり， 硫

黄の侵入は見られなかった。 この

試験結果から内径600mmヒュ ー ム

管の耐用年数を試算すると， 普通

ビックリ ー ト製品協会

写真ー2 ビックリ ー ト

コンクリ ー トでは19年， ビックリ ー

トは100年以上の供用に耐え得る

という結果となり， ビックリ ー ト

の防食性能が実証された。 なお，

計算はヒュ ー ム管設計施工要覧を

参考に行ったものである。

おわりに

ビックリ ー ト製品協会では， 上

記のような実証試験や， ビックリ ー

ト敷設後の追跡調査などを実施し，

防菌 コ ンクリ ー トの技術の向上に

努めると同時に， 今後さらに防菌

剤を改良し， 下水道施設の防食に

寄与して行きたいと考えている。
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